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Development of the Heteronomous （Contingent） Self-Esteem 
Scale for Children （HSES-C）：
 Examination of the Reliability and Validity of the Scale Considering 
the Applicability to School Education
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 UCHIDA Kanako ***，YAMASAKI Katsuyuki ***
　　The purpose of this study was to develop the Heteronomous （Contingent） Self-Esteem Scale for Children （HSES-C） 
and examine its reliability and validity. Participants were 349 children in 4th- to 6th- grades （Study 1） and 13 homeroom 
teachers （Study 2） in two public elementary schools. In study 1， the HSES-C was administered to the children to examine its 
factor structure and internal consistency. The results of factor analyses and covariance structure analysis showed that the scale 
consisted of one factor， along with high internal consistency. In study 2， homeroom teachers nominated children who have 
high or low characteristics of heteronomous self-esteem. Results revealed the validity that the children nominated as including 
high heteronomous self-esteem were significantly higher in their scale scores than those nominated as low in heteronomous 
self-esteem. The applicability of the scale to schools （e.g.， utilizing for assessment in self-esteem education programs） is 
discussed， along with a few limitations.
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用されてきた（Schmitt & Allik， 2005）（7）。Rosenbergの初
期の研究（1965）（4）では，高いセルフ・エスティームを
very good（非常によい）と good enough（まあよい）とい















































と主張している。Crocker， Luhtanen， Cooper， & Bouvrette
（2003）（11）は，自己価値が随伴する領域に注目し，自己価













相関をもつことも報告されている（Zeigler-Hill， Clark， & 



















（Deci & Ryan， 1995）（9）。その構成要素としては，有能さ
（competence），関係性（relatedness），自律性（autonomy）
の 3つがあげられる（Deci & Ryan， 1995）（9）。この概念は，














































































　セルフ・エスティームを測る IAT（Self-Esteem Implicit 
Association Test: SE-IAT）は，これまでにも発表されてい











（Paper and Pencil Version of Self-Esteem Implicit Association 
























































単因子構造（general contingent self-esteem）の尺度の 2 種
類が存在する。まず，多因子構造の代表的な尺度には，
先述でも紹介した Crocker et al.（2003）（11）の自己価値の随
伴性尺度（CSWS）がある。CSWSは，7つの随伴領域を


















Scale: CSES）がある。CSESは 15 項目で構成されている。
日本語版では伊藤・小玉（2006）（27）が尺度の翻訳を行って
いる。しかし，Schwinger， Schöne， & Otterpohl（2015）（28）
は Paradaise & Kernis（1999）（26）の尺度を多因子構造の










model），4 因子モデル（correlated four-factor model）を比較
し ，4 因子モデルが最も適していることを指摘している。
実際に，その尺度項目に注目すると，「An important measure 

























































Oswald， & Francis， 1989（31）），児童を対象とした心理測定
法の開発研究においても使用されてきた実績がある（曽



















































点数が高くなるように 1 点から 4 点で得点化を行った。
 調査時期，調査対象ならびに調査手続き
　調査は 2017 年 1 月に A 小学校の 4 年生から 6 年生（全
6クラス，男子 76 名，女子 73 名），5 月に B 小学校の 4



















　まず，因子構造を検討するため，計 349 名（男子 183 名，
女子 166 名）を対象に，主因子法による因子分析を行っ
た。その結果，全体では第 2 因子までが固有値 1 以上を
示した。第 1 因子から第 3 因子までの固有値は，順に 3.65， 
1.30， .82であり，第 1 因子の寄与率は 45.57%であった。
第 1 因子から第 2 因子における固有値の変化が大きく，
第 2 因子以下の固有値の変化が比較的小さかった。また，
男女別にみると，全体と同じく男女ともに第 2 因子まで
が固有値 1 以上を示した。男子の固有値は順に 3.48， 1.41， 
.86， 女子の固有値は順に 3.95， 1.09， .82であった。第 1
因子の寄与率は男子が 43.50%，女子が 49.32%であった。
















目すべて），7 項目（項目 2を除外），7 項目（項目 5を除外），
7 項目（項目 7を除外）である。
　その結果，モデルの適合では 7 項目（項目 2を除外）
構成が全体および男女とも他の検討モデルよりも高い値
を多く示した。また，パス係数においても同構成が最も
高い値を示した。まず，全体では項目 1が .79，項目 3
が .77，項目 8が .75，項目 4が .68，項目 6が .62，項目 7
が .38，項目 5が .35であった。男子では，項目 3が .79，
項目 1が .77，項目 8が .73，項目 6が .66，項目 4が .62，
項目 7が .38，項目 5が .28であった。女子では，項目 1
が .81，項目 8が .76，項目 4が .75，項目 3が .74，項目 6
が .60，項目 5が .45，項目 7が .39であった。すべてのパ
ス係数は有意であった。さらに，Cronbachのα係数を用
いた内的整合性の検定においても，全体でα = .80，男子
がα = .80，女子がα = .82となり，許容範囲の内的整合
性が確認された。以上のような結果をふまえ，最終的に
項目 2を除いた計 7 項目を他律的セルフ・エスティーム







しているものの（図 1），正規性の検定は有意 であり（p < 




（図 2），正規性の検定は有意ではなかったことから（p < 
.05， 歪度 -.06， 尖度 .13， 最大値 28， 最小値 7），正規分布
であることが示された。女子においては，ヒストグラム
は正規分布の形状を示しているが（図 3），正規性の検定










表 2　他律的セルフ・エスティーム尺度 8 項目の因子分析結果　（全体・男子・女子）
－ 8－
効果はみられなかった（F（1，343）= .24， n.s.， ES:ηp2 = 
.001）。学年では主効果が有意となったため（F（2，343）
= 3.18， p < .05， ES : ηp2= .018）Bonferroniの検定を用いて多
重比較を行ったところ，4 年生（平均値 17.52）と 5 年生（平
均値 16.22）の間に有意な差が見られた（ p < .05）。また，
性と学年の交互作用は有意ではなかった（F（2，343）= 






















　調査は，2017 年 1 月に A 小学校の 4 年生から 6 年生，
各クラスの担任教師（4 年生 2 名，5 年生 2 名，6 年生 2
名），5 月に B 小学校の 4 年生から 6 年生，各クラスの担
任教師（4 年生 2 名，5 年生 3 名，6 年生 2 名）を対象に
実施した。調査対象の教師は男性 8 名，女性 5 名を含み，
平均年齢は 44 歳（27 歳～ 57 歳），平均経験年数 19 年（1
年～ 34 年）であった。また，評定児童は研究 1で調査を
した児童を対象とし，調査時に欠席していた児童を除く
と，選出基準に当てはまる児童が 38 名（男子 23 名，女
子 15 名）と当てはまらない児童が 38 名（男子 27 名，女












図 1  他律的セルフ・エスティーム得点のヒストグラム（全体）
図 2  他律的セルフ・エスティーム得点のヒストグラム（男子）









ム得点とする 2 要因の分散分析を行った（表 5）。分析の
結果，性の主効果は有意ではなかった（F（1， 72）= .80， n.s.， 
ES : ηp2 = .011）。群では主効果が有意となり（F（1， 72）= 6.05， 
p < .05 ， ES : ηp2 = .077），「当てはまらない」に選出された
児童よりも「当てはまる」に選出された児童の他律的セル
フ・エスティーム得点が高い結果となった。性と群の交互





















































的特徴として研究されてきた（e.g.， Kernis， Grannemann， 







































問う表現になっており（e.g.， my self-esteem is inﬂuenced by 






























による介入研究の例には，TOP SELF（Trial Of Prevention 
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